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戸塚正人後援会事務所 

〒194-0012 町田市金森 2-16-6 

ＴＥＬ： ０４２-７２７-１７０４ 

ＦＡＸ： ０４２-７２３-９９３５ 

E‐MAIL： tmasato@lucky.odn.ne.jp 

☆  令和元年となり、いよいよ４期目再選以
降２年目が終わろうとしています！これ
からも現場主義で是々非々の議員活動を
行って参ります！！ 

令和となり2回目の定例議会が9月30日をもって終

わり、9 月補正予算として予算規模約 42 億５千万円が

賛成多数で可決されました。今回の定例議会では平成 30

年度の決算審査もあり、こちらも賛成多数で可決されま

した。ただ、多摩都市モノレール延伸における進捗や町

田駅中心市街地のモノレール受入れ体制の計画など、今

後益々都市計画に投資すべき予算が膨らむ事から、しっ

かりとした計画を行い、効率的な実行体制を敷く必要が

あります。 

また、少子高齢化が益々進む中で、町田市も本年度 4

月時点で市政施行 60 年以来、初めて人口減少が起きま

した。今回の減少要因はあくまで高齢者の死亡者数が転

入者数を上回った為との事だが、いずれにせよ今後人口

減少は避けられない状況にあり、未だ税収の 4 割以上を

住民市民税より賄っている町田市においては、若年層の

流入施策については今後最大の課題であると認識してい

ます。現在町田市では「英語教育」や「ＩＴ教育」など

に力を入れていますが、この様なソフト部分に加えて、

家族で過ごしやすい都市環境についても充実させていく

必要があります。 

いずれにしましても今議会も市民目線に立った議会活

動を心がけ、勤労者・生活者・納税者目線の市政を目指

して参ります。 
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昭和５５年 ４月１６日生（3９歳） 

昭和６２年 金森ひまわり幼稚園卒園 

平成５年   町田市立南第三小学校卒業 

   (小学校時代は金森アームズ所属) 

平成 11 年 東海大学付属相模高等学校卒業 

(野球部に所属) 

平成 15 年 東海大学文学部史学科卒業 

(準硬式野球部所属、東都大学軟式野球連盟学生委員長) 

平成 1５年 株式会社ｴﾑ･ﾃｨｰ･ﾌｰﾄﾞ入社 

平成 18 年 町田市議会議員選挙 初当選 

平成 30 年 町田市議会議員選挙 4 期目当選 

【役職】 

まちだ市民クラブ会派 所属 

消防団第２分団４部 班長 

地元ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ「ｵｰﾙ南三小」所属 

一般社団法人町田青年会議所 理事長 

金森ひまわり幼稚園 理事 

社会福祉法人飛翔会 理事 

町田市ソフトボール連盟 顧問 

東海大学同窓会町田支部 副支部長 

東海大学付属相模高校同窓会 事務局次長 

UA ゼンセン東京都支部 政治顧問 

三多摩民社協会 理事 
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2032年度の多摩都市モノレール
延伸に向け、町田市は取組を加
速させます！ 
  

町田市にある鉄道駅はすべて市の外縁部に位

置しており、市内を移動しやすくするためには、

市域を東西、南北に貫く新たな公共交通システ

ムを整備することが求められています。また、

多摩地域の都市と連携を深めるためには、多摩

地域を南北に結ぶ公共交通網や道路網の整備が

不可欠です。 

多摩都市モノレールの町田方面延伸は、これ

らの課題を解決し、町田市はもちろん多摩地域

の発展につながるものです。 

市は「用地買収にかなりの時間を要するだろ

う」と見込み、「事業化までの期間に設計着手ま

で盛り込みたい」としている。２０19 年度、道

路計画がない区間を中心に、想定ルートのブラ

ッシュアップに向けた調査・検討作業を進める。

モノレール町田方面延伸の総事業費は約 1700

億円。市は延伸による新駅周辺の地域活性化に

期待し、それらの調査・検討を同時に進めてい

きます。市長が意欲を示す 32 年度開業に向け

て、事業化までを 6 年間、それ以降を 8 年間と

想定して検討する。市議会としましても、この

事業に関して中心市街地の受入れ体制を含め、

今後議論が加速する見込みです。 

小田急電鉄株式会社と駅周辺まち
づくりの検討に関する協定を締結
しました！ 
 

町田市と小田急電鉄株式会社（本社：東京都新宿

区 社長：星野 晃司）は、小田急線町田駅の駅周辺

まちづくりについて、協働で検討することに合意し、

協定を締結しました。 

現在、小田急線町田駅は、全線で第 2 位となる一

日約 30 万人の乗降客を抱えています。周辺には JR

横浜線町田駅や、都内第 2 位を誇る発着数の路線バ

スが集まるバスセンターなどを有する一大ターミナ

ルです。2018 年 3 月に完成した小田急線の複々線

化によって、小田急町田駅から都市い方面へのアク

セス性が大幅に向上するなど、利便性が飛躍的に高

まっています。 

町田市では、多摩都市モノレールの町田方面延伸

を目指しており、モノレールは町田市と多摩地域を

結ぶ新たな交通モードとして様々な交流を創出し、

これからの町田市の発展には欠かせないものです。 

こうしたなか、町田市と小田急電鉄は、本協定の

締結により、快適に利用できる小田急町田駅周辺の

まちづくりの実現に向けて、連携・協力し、検討を

始めることになりました。今後は定期的な検討会な

どを通じて、地域活力を創出する拠点的な役割を果

たすことを目指し、検討を進めます。 

 

←イメージ左 多摩都市モノレール。町田市は 2032 年度

の延伸・開通を目標に今後駅周辺再開発など、取組みを進め

ていく予定です。 


